
假屋崎省吾さんの華道作品×ひな人形

第１８回うだつをいける～彩りひなまつり～

にし阿波の豊かな自然と文化を体験

あわこい　ーにし阿波で濃い時間ー

「にし阿波」（美馬市・三好市・
つるぎ町・東みよし町）を舞
台に、地域住民が企画した体
験プログラム「あわこい」を
開催します。期間中は、地域
資源を活かした『にし阿波な
らでは』の体験ができる 72
のプログラムをご用意していま
す。若い世代からシニアまで、
幅広い年代が楽しめる内容が
盛りだくさんです！

【期間】12月20日（土）～
　　　 令和８年３月１日（日）
【参加方法】プログラム実施者に
直接ご予約ください。パンフレッ
トや公式サイトで詳細を確認で
きます。
パンフレット配布場所：観光交
流課、各道の駅、美馬観光ビュー
ロー、県内主要観光施設、そら
の郷、県民サービスセンター（県
庁・西部総合県民局各庁舎）等

あわこい公式サイト 公式インスタグラム

オープニングイベント開催します !

【期間】令和 8年
１月18日（日）～ 2月28日（土）
各日午前９時～午後５時
（最終受付：午後４時 30分）
【会場】
藍商佐直吉田家住宅、脇町劇場オデオン座、あんみつ館
※市婦人会の作品は、美馬市役所前、美馬町市民サービ
スセンター前、江原郵便局前、脇町インターチェンジ前、
オデオン座、船着き場公園の全６か所に展示しています。

「美をつむぎ出す手を持つ人」
として名高い華道家・假屋崎
省吾さんが、今年も美しい華
道作品を展示する「うだつを
いける」を開催します。会場
には、藍商佐直吉田家住宅や
脇町劇場オデオン座等歴史あ
る建物が選ばれ、独自の雰囲
気の中で花と建築が共鳴する
空間が楽しめます。

【日時】令和 8年１月18日（日）午前 10時～
【内容】美馬市指定無形文化財　元祖井内組　三味線もちつき、
四国大学生による書道パフォーマンス、假屋崎省吾さんサイン会
（グッズ購入者限定。午前 11時、午後１時、午後２時 30分開始）
【会場】藍商佐直吉田家住宅

「あわこい」事務局（一般社団法人そらの郷）
☎0883-87-8988（平日午前９時～午後５時）

問

観光交流課　　　　  ☎52-5610
美馬観光ビューロー　☎53-8599

問
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第21回美馬市文化祭を開催

「第21回美馬市文化祭～伝統を受け継ぎ、令和
から未来へ　文化のおりなすまち～」（美馬市文
化祭実行委員会主催）を、11月１日から７日まで開
催しました。開会式や講演会、芸術作品の展示、
学習活動の発表、芸能発表会等、多彩な催しに多
くの人々が訪れ、美馬市の芸術と文化に親しみま
した。

株式会社GHIBLI代表取締役の坪内知佳さ
んを招いた講演会が開かれ、「ファーストペ
ンギン！～夢を実現するチカラ～」と題した
講演が行われました。参加者は、真剣な面
持ちで、時折笑顔で耳を傾けていました。

芸術作品の展示では、生花、書道、絵画、写真、手工芸
品のほか、市内の小中学生による力作が会場を彩りまし
た。また、「地産地消美馬の農林産物フェア」や茶会も
開催され、多くの来場者で賑わいを見せました。

学習活動の発表では、江原中学校と貞光中学校の合
同吹奏楽部による演奏が行われ、日頃の練習の成果
を大いに発揮しました。迫力ある軽快な音色で会場
を盛り上げました。

詳しくはこちら
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吉野川環境整備組合汚泥再生処理センター完成

　美馬市とつるぎ町のし尿や浄化槽汚泥を処理する吉野
川環境整備組合は、1988年建設と老朽化した「吉野川浄
園」に代わり「汚泥再生処理センター」を整備し10月1日か
ら本格稼働を行っています。
　13日には組合管理者である市長等27人が出席し落成
式を開催し、完成を祝いました。また、近隣住民を対象に施
設内を見学説明する内覧会を行いました。
　同施設は、１日43キロリットル（一般的なお風呂215杯
分）のし尿や浄化槽汚泥を処理できます。

穴吹小学校５年生の児童がコエグロ作りを体験しました

　10月21日、穴吹小学校５年生の児童が、世界農業遺産
に認定されている「にし阿波の傾斜地農耕システム」につ
いて学ぶため、穴吹町渕名地区でコエグロ作りを体験しま
した。また、地元で取れた野菜等をトッピングしたピザ作り
も行い、実りある現地体験学習となりました。参加した児童
からは「コエグロ作りのカヤを束ねる作業が一番難しく、傾
斜地での作業でとても疲れたが、非常にいい経験ができて
楽しかった。」といった感想があがりました。

三頭ふれあいの森づくり　開催

　11月15日、「第26回三頭ふれあいの森づくり」が開催さ
れました。このイベントは、森林を保育し回復させながら豊
かな森を育てる楽しさや、木の大切さを伝えることを目的と
して、三頭山ふれあいの森で毎年実施しています。
　晴天に恵まれ陽光に紅葉が輝くなか、市内外からボラン
ティア60人の方の参加があり、イロハモミジの植樹をおこ
ない森づくり活動を行いました。また作業後は、かづらリー
スづくりの体験等を行い、地元名産のそば・おにぎり等もふ
るまわれ、交流を深めました。

明治安田生命保険相互会社寄附金　贈呈

　10月30日、明治安田生命保険相互会社様から「私の地元
応援募金」として寄附金をいただききました。
　寄附金は、子育て支援等に関する施策に使わさせていただ
きます。ありがとうございました。

ジェロントロジーワークショップ
「人生100年時代のライフ考～世代間交流で気づく・学ぶ～」　開催

　10月17日、ジェロントロジーワークショップを開催し、脇町
高校生やジェロントロジー市民アンバサダー32名が参加しま
した。
　（一財）日本総合研究所の研究員から「人生100年時代」の
基礎知識である「ジェロントロジー」について学んだ後、人生
をどう生きるか考えることができる「もしバナゲーム」を通じて
交流し、各世代が思う大切にしたいものや互いの価値観に触
れました。最後に「人生100年時代」における幸福についてそ
れぞれの思いを交わしました。
　参加した高校生からは「異なる世代の方々の日常や経験か
ら、将来のことを考えることができ、日常に活かしていきた
い」、アンバサダーからは「高校生の素晴らしい考えや活動を
知り、自身の新たな活力になった」といった感想がありました。
　穴吹高校でも10月31日に同様のワークショップを実施しま
した。実施の様子は広報みまテレビで放送しました。
※ジェロントロジーとは、「人生100年時代」を生き抜くために
　必要な知識や知恵を様々な分野から幅広く学び生かす学問
　です。

自衛官募集相談員委嘱式

　10月16日、美馬市役所で自衛官募集相談員委嘱式が行われ
ました。自衛官募集相談員とは、自衛隊が行う自衛官募集や広
報について、情報提供や相談役を担い、地域と自衛隊の架け橋
として活動いただく方のことです。任期は２年間で、自衛隊徳島
地方協力本部長と加美市長から委嘱状が交付されました。

相談員：小司  都裕さん（写真右から３番目）
　　　   髙本  進さん（写真右から２番目）
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案内人 康 楽
河北省保定市出身 :
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宝くじ助成事業でコミュニティ活動に必要な備品が整備されました

　コミュニティ助成事業は、宝くじの受託事業収入を財
源として、一般財団法人自治総合センターが行う宝くじ
の社会貢献広報事業のひとつです。高齢者等が安心して
自治会活動に参加できるよう、次の１０自治会の集会所
に座椅子、座卓テーブルの整備を行いました。今後さら
に活発な自治会活動が行われ、地域の交流拠点となるこ
とが期待されます。

【助成事業対象自治会】
・谷口自治会　　　・中野（美馬）自治会
・宮北自治会　　　・上野自治会
・中上自治会　　　・井川自治会
・藤宇自治会　　　・井口自治会
・梶山自治会　　　・尾山（穴吹）自治会

　テレワーク促進施設［ ］＆Work（ア

ンドワーク）を拠点に、地域おこし協

力隊として活動しています。

　［ ］＆Workでは、仕事や勉強といっ

た用途だけではなく、地域の皆さまの

交流や学びの場となるようなイベント

開催等、さまざまな活動を行っていま

す。新たな取り組みとして、吉野川市

にあるコワーキングスペースKi-Daさん

と連携し、相互利用を促進する「お試

し2拠点ワーク週間」といったキャン

地域おこし協力隊　竹中  絃登

ペーンを実施しました。

　さまざまな活動を行ってきた中で、

特に印象に残っている活動がありま

す。自分自身も登壇した「美馬市100

人会議」です。同じく地域おこし協力

隊の仲間や、市内外で活躍さている

事業者の方々がそれぞれの熱い「想

い」を語られ、参加者の皆さんは和

気藹 と々しつつも真剣な眼差しで話

に耳を傾けていました。参加者の方

からは「新しい発見があった」「美馬

エリアの方と会える貴重な機会」と

いった嬉しいお声をいただき、私自身

も今後人前で発表する上で大変勉強

になる、非常に有意義な時間となりま

した。今後も、利用者同士の交流を

促し、新たなつながりを生むことを目

的とした「ボードゲームイベント」を

定期的に開催していくほか、1月には

最終回となる「美馬市100人会議」を

開催予定です。ぜひ一度お気軽にお

立ち寄りください。皆様のお越しを心

よりお待ちしています。

公式LINEアカウントを
開設しました

［ ］＆Workの公式ラインを開設して
います。キャンペーンや［ ］＆Work
で行うイベント等の情報配信のほ
か、予約やお問い合わせができま
すので、ぜひご登録ください。

▲ 中国の食器セット

　たんぱく質は、人間の体を構成する主要な成分であ
り、炭水化物（糖質）・脂質と並ぶ三大栄養素の一つ

です。食事から摂取したたんぱく質がアミノ酸に分解

され、体に吸収されると、血液や筋肉、臓器、皮膚、

髪、爪等の材料として使われるほか、ホルモンや代謝

（※1）に必要な酵素、免疫物質等に変換され、さまざ

まな働きをしています。
※1 代謝：体内に取り入れた栄養素を使って、活動に
　　　　　 必要なエネルギーを生み出したり、体を
　　　　　 構成する物質を合成・分解したりする過程

　たんぱく質を多く含む食品には、卵・牛乳（乳製

品）・魚・肉・大豆（大豆製品）等があります。なかで

も、卵と牛乳（乳製品）は、必須アミノ酸（※2）を含

むたんぱく質が豊富で、脂質や糖質、ビタミンやミネ

ラルもバランス良く含まれているため、卵は「完全栄

養食品」、牛乳は「準完全栄養食品」と呼ばれていま

す。ぜひ、毎日の食事に取り入れてみてください。

※2  必須アミノ酸：体内で合成できないため、食事から
　　　　　　　　 摂取しなければならない 9 種類の
　　　　　　　　 アミノ酸で、体の成長や健康維持に
　　　　　　　　 不可欠なもの

たんぱく質は体になぜ必要？
 ～卵と牛乳を心がけて摂りましょう～

書き手：管理栄養士

たんぱく質

ビタミンD ビタミンA

炭水化物

鉄 葉酸

コレステロール

脂質
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